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＜審議の経緯＞ 

2003 年 7 月 1 日 厚生労働大臣より清涼飲料水中のウランの規格基準改正

に係る食品健康影響評価について要請、関係書類の接受 
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 畑江敬子 畑江敬子 
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 村田容常 村田容常 

*： 2007 年 2 月 1 日から 
**： 2007 年 4 月 1 日から 

***： 2009 年 7 月 9 日から 
****：2011 年 1 月 13 日から 
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佐藤 洋（座長）   
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青木康展＊ 白井智之 村田勝敬 
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※：幹事会   
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 （2011 年 10 月 1 日から） 

青木康展 白井智之 広瀬明彦 
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要  約 

 

清涼飲料水の規格基準改正に係る化学物質として、ウランの食品健康影響評価を

行った。 
清涼飲料水を含む食品からのウランの耐容一日摂取量は、 0.2 μg/kg 体重/日と設

定した。 
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食品健康影響評価 

食品安全委員会において、「食品中に含まれる放射性物質」に係る食品健康影響

評価が審議され、平成 23 年 10 月 27 日付け府食第 862 号をもってウランの耐容一

日摂取量を 0.2 μg/kg 体重/日とする評価結果を通知している（参照 1）。 
 

食品安全委員会におけるウランの食品健康影響評価結果の概要は下記のとおりで

ある。 

ウランについては、放射線による影響よりも化学物質としての毒性が鋭敏に出る

と判断し、耐容一日摂取量（TDI）を設定することとした。 

ウランの非発がん毒性に関する TDIについては、ラットの 91 日間飲水投与試験

における全投与群で認められた腎尿細管の変化（雌雄に尿細管上皮核の小囊状の変

形、雄では、近位尿細管の拡張、尿細管基底部の核の管腔側への変位、及び細胞質

の空胞変性）より、最小毒性量（LOAEL）はウランとして 0.06 mg/kg 体重/日で

あった（参照 2）。この試験では離乳期のラット（雌雄、各投与群 15 匹）が用いら

れ、病理組織学的検査を含め幅広い検査が行われており、この試験における LOAEL
に不確実係数を適用して TDI を算出することが適切であると考えられた。この試

験における腎臓に対する影響及び体内動態においては、排泄が速く、定常状態にあ

ると判断されることから、91 日間の亜慢性試験による追加の不確実係数は不要と

考えられた。ウランは腎臓から速やかに排泄されることを考慮して、不確実係数は

300（種差 10、個体差 10、LOAEL から無毒性量（NOAEL）への外挿 3）を適用

することが適当と判断した。 
 
したがって、ウランの LOAEL を 0.06 mg/kg 体重/日とし、不確実係数 300 を適

用したところ、ウランの TDI は 0.2 g/kg 体重/日となった。 
 

 
 
＜参考＞ 

曝露状況 
平成 21 年度水道統計におけるウランの検出状況表から、各観測地点における最

高値別でみると、原水においては、水道法水質基準値（0.002 mg/L）の 100%超

過が 6 箇所あったが、ほとんどが 10%以下（1,543,/1,623 地点）であった。    
また、浄水においては、同様に 50%超過～60%以下が 2 箇所あったが、ほとん

どが 10%以下（1,993/2,035 地点）であった。 
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         水道水でのウラン検出状況（参照３） 

      目標値に対する度数分布表 

浄水

／ 

原水

の別 

水源種別 

測定 

地点

数 

10%以

下 

10%超

過

20%以

下 

20%超

過

30%以

下 

30%超

過

40%以

下 

40%超

過

50%以

下 

50%超

過

60%以

下 

60%超

過

70%以

下 

70%超

過

80%以

下 

80%超

過

90%以

下 

90%超

過

100%
以下

100%
超過

～ 

0.0002 

(mg/L) 

～ 

0.0004 

(mg/L) 

～ 

0.0006

(mg/L)

～ 

0.0008

(mg/L)

～ 

0.0010

(mg/L)

～ 

0.0012

(mg/L)

～ 

0.0014

(mg/L)

～ 

0.0016 

(mg/L) 

～ 

0.0018 

(mg/L) 

～ 

0.0020

(mg/L)

0.0021

(mg/L)
～ 

原 

水 

全体 1,626 1,543 46 13 3 2 5 4 0 2 2 6

表流水 473 452 14 2 0 1 1 0 0 0 2 1

ダム、湖沼水 154 144 7 1 0 0 1 0 0 0 0 1

地下水 828 781 25 8 3 1 3 4 0 2 0 1

その他 171 166 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3

浄 

水 

全体 2,035 1,993 20 15 3 2 2 0 0 0 0 0

表流水 465 463 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

ダム､湖沼水 140 138 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 1,011 975 18 13 2 2 1 0 0 0 0 0

その他 412 410 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

（平成 21 年度調査結果）
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